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本会新入職員紹介

令 和 ８ 年 度 定 期 人 事 異 動 発 令令 和 ８ 年 度 定 期 人 事 異 動 発 令

今年度本会に入会した新入職員をご紹介致します。

※個人情報保護の観点から、WEB掲載版では、
一部内容を省略しております。

※個人情報保護の観点から、WEB掲載版では、
一部内容を省略しております。
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本
研
修
会
は
、
決
算
作
業
に
関
連
す
る
内
容

や
こ
れ
に
伴
う
会
計
上
の
対
応
に
お
け
る
留
意

点
等
を
把
握
す
る
と
共
に
、
税
制
改
正
の
概
要

や
業
務
に
か
か
る
税
務
の
基
礎
的
な
知
識
を
習

得
し
、
決
算
及
び
税
務
対
策
に
万
全
を
期
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
本
会
高
柳
参

事
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
今
回

の
研
修
会
の
講
師
を
務
め
る
税
理
士
法
人
石
井

会
計
事
務
所
の
石
井
税
理
士
よ
り
各
研
修
内
容

に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
Ⅰ
：
令
和
７
年
度
税
務
申
告
の
主
要
ポ
イ

ン
ト

　
「
法
人
税
申
告
書
作
成
の
手
順
」
や
「
協
同

組
合
の
会
計
の
概
要
」
な
ど
の
基
礎
的
な
部
分

を
は
じ
め
、「
貸
倒
引
当
金
の
損
金
算
入
に
関

す
る
明
細
書
」
な
ど
の
実
務
に
お
い
て
判
断
が

難
し
い
別
表
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
事
前
に
寄
せ
ら
れ

て
い
た
質
問
に
対
し
て
の
回
答
及
び
解
説
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

研
修
Ⅱ
：
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

　
「
少
額
減
価
償
却
資
産
の
損
金
算
入
」
や
「
青

色
申
告
特
別
控
除
」
の
見
直
し
な
ど
、
漁
協
に

関
係
す
る
税
制
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
。

ま
た
、
消
費
税
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
経
過
措
置
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
説
明

が
分
か
り
や
す
く
、
一
般
職
員
に
も
聞
か
せ
た

い
」、「
資
料
を
見
返
し
、
こ
れ
か
ら
の
決
算
に

備
え
た
い
」
等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
希
望
す
る
研
修
内
容
に
つ
い
て
「
合
併

漁
協
の
会
計
・
決
算
・
出
資
金
の
整
理
」
や
「
法

人
税
・
消
費
税
の
申
告
書
作
成
」
な
ど
様
々
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
参
加
者
の
希
望

に
応
え
つ
つ
、
よ
り
実
り
あ
る
研
修
会
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

令和７年度　漁協決算税務研修会
…………………………………………………………… 総務指導部　指導課

　

さ
る
、
３
月
11
日
、
長
崎
県
漁
協
会
館

に
て
令
和
７
年
度　

漁
協
決
算
税
務
研
修

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

講義の様子

研修会の様子
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【
す
べ
て
は
タ
コ
魚
礁
か
ら
始
ま
っ
た
】

　

今
で
は
県
内
を
は
じ
め
全
国
の
海
で
活
躍

し
て
い
る
貝
殻
魚
礁
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
で

す
が
、
そ
の
原
点
は
「
タ
コ
魚
礁
」
に
あ
り

ま
す
。
１
９
８
０
年
代
か
ら
タ
コ
ツ
ボ
の
調

査
や
改
良
を
重
ね
、
マ
ダ
コ
が
最
も
棲
み
や

す
い
環
境
を
追
求
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
県

内
で
も
、
佐
世
保
市
や
大
瀬
戸
町
漁
協
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
マ
ダ
コ
の
住
処
と
し
て
効

果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

【
タ
コ
が
喜
ぶ
！？　

シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
タ
コ
型

の
機
能
】

　

マ
ダ
コ
資
源
の
維
持
・
増
大
に
は
、
産
卵
・

ふ
化
期
の
保
護
、
着
底
期
か
ら
未
成
体
期
の

保
護
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
シ
ェ
ル
ナ
ー

ス
タ
コ
型
」
は
、
左
記
の
３
つ
の
機
能
で
こ

れ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

１
．
マ
ダ
コ
が
安
心
し
て
繁
殖
で
き
る
産
卵
場

　

マ
ダ
コ
が
好
む
閉
鎖
的
な
形
状
の
タ
コ
ツ

ボ
を
、
海
底
の
砂
泥
に
埋
ま
ら
な
い
よ
う
固

定
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
タ
コ
ツ
ボ
の
底

に
は
数
カ
所
の
穴
を
開
け
、
通
水
性
を
高
め

る
こ
と
で
卵
に
十
分
な
酸
素
を
供
給
す
る
と

と
も
に
、
浮
泥
や
砂
が
内
部
に
溜
ま
り
に
く

い
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

２
．
稚
ダ
コ
を
守
り
、
育
て
る
「
隠
れ
場
と

餌
場
」

　

シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
タ
コ
型
に
配
置
さ
れ
た
貝

殻
基
質
の
内
部
に
は
、
貝
殻
の
重
な
り
に
よ

り
小
さ
な
す
き
間

が
で
き
る
た
め
、

稚
ダ
コ
に
と
っ
て

絶
好
の
隠
れ
場
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
エ
ビ
類
や

カ
ニ
類
な
ど
の
小

型
甲
殻
類
が
増
殖

す
る
た
め
、
稚
ダ

コ
の
成
長
に
必
要

な
餌
生
物
も
豊
富

に
供
給
さ
れ
ま
す
。

３
．
長
期
間
、
持
続
す
る
効
果

　

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
効
果
調
査
の
結

果
、
設
置
か
ら
27
年
以
上
経
過
し
た
シ
ェ
ル

ナ
ー
ス
タ
コ
型
で
も
マ

ダ
コ
の
生
息
、
産
卵
、

稚
ダ
コ
の
ふ
化
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
（
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
）。

【
海
域
に
合
わ
せ
た
形
状
と
長
崎
県
内
の
実

績
】

　

設
置
海
域
の
条
件
や
活
動
方
法
な
ど
オ
ー

ダ
ー
に
合
わ
せ
、
様
々
な
形
状
の
シ
ェ
ル

ナ
ー
ス
タ
コ
型
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
小
型

で
人
力
に
よ
る
設
置
が
可
能
な
「
貝
藻
く

ん
」
に
タ
コ
ツ
ボ
を
配
置
し
た
「
貝
藻
く
ん

タ
コ
ツ
ボ
付
き
」
で
す
。
潮
の
流
れ
が
速
く
、

餌
が
豊
富
な
漁
場
を
も
つ
大
瀬
戸
町
漁
協
で

獲
れ
る
「
ゑ
べ
す
蛸
」
は
身
が
引
き
締
ま
り

肉
厚
な
の
が
特
徴
で
す
。
ゑ
べ
す
蛸
の
維
持
、

回
復
に
向
け
、
２
０
２
５
年
８
月
に
貝
藻
く

ん
タ
コ
ツ
ボ
付
き
を
投
入
し
ま
し
た
。
設
置

か
ら
わ
ず
か
２
カ
月
後
の
調
査
で
は
、
タ
コ

ツ
ボ
内
に
隠
れ
る
マ
ダ
コ
が
確
認
さ
れ
た
ほ

か
、
貝
殻
基
質
内
に
は
餌
と
な
る
小
型
の
エ

ビ
類
も
観
察
さ
れ
て
お
り
、
増
殖
効
果
が
発

揮
さ
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
世
保

GYOREN NEWS

シェルナースタコ型の紹介と
ブルーオーシャン大賞受賞のご報告
………………………………………………………………… 購販部　購買課

シェルナースタコ型

タコツボが固定
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市
に
設
置
さ
れ
た
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
タ
コ

型
で
も
、
産
卵
を
含
め
た
マ
ダ
コ
に
よ

る
利
用
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
海
外
で
の
里
海
づ
く
り
が
評
価
】

　

本
会
が
Ｊ
Ｆ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し

て
普
及
推
進
し
て
い
る
貝
殻
魚
礁�

「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」。
そ
の
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
海
洋
建
設
㈱
の
取
り
組
み

「
廃
棄
貝
殻
を
活
用
し
た
メ
キ
シ
コ
に

お
け
る
里
海
づ
く
り
」
が
、
２
０
２
５

年
度
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ

ン
大
賞
（
※
）
に
お
い
て
、
最
高
賞
で

あ
る
「
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
メ

キ
シ
コ
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
廃
棄
貝

殻
を
人
工
魚
礁
と
し
て
活
用
し
、
廃
棄

物
処
理
と
海
洋
資
源
の
回
復
、
生
物
多

様
性
の
維
持
を
同
時
に
実
現
し
た
点
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
メ
キ
シ
コ
で

導
入
さ
れ
た
の
は
、
一
辺
75
㎝
の
サ
イ

コ
ロ
状
（
立
方
体
）
の
小
型
人
工
魚
礁

「
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
サ
イ
コ
ロ
型
」
で
す
。

現
地
で
は
ク
レ
ー
ン
台
船
な
ど
の
重
機

の
手
配
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
漁
業

者
が
人
力
で
小
型
船
に
積
み
込
み
、
海

へ
投
入
で
き
る
サ
イ
ズ
（
空
中
重
量
約

67
㎏
）
と
し
、
こ
れ
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
大
規
模
な
漁
場
の
造
成
を
可
能

に
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
ま
で
に
６
０
０
基

以
上
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
イ
サ
キ

類
や
フ
エ
ダ
イ
類
な
ど
41
種
、
最
大

１
万
３
０
０
０
尾
以
上
も
の
生
息
が
確

認
さ
れ
、
確
か
な
効
果
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
設
置
か
ら
２
年
が
経
過
し
て

も
な
お
、
礁
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
多

く
の
魚
が
密
集
し
て
お
り
、
高
い
魚
礁

効
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
サ
イ
コ
ロ
型
は
、
メ

キ
シ
コ
で
導
入
さ
れ
て
以
降
、
大
分
県

や
徳
島
県
、
岡
山
県
な
ど
で
採
用
さ
れ

て
お
り
、
日
本
国
内
で
も
徐
々
に
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
分
県

で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
積
み
重
ね
て

沈
設
し
、
イ
サ
キ
の
稚
魚
を
放
流
す
る

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
） 

日
本
経
済
新
聞
社
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
主
催
し
、
海
洋
環
境
の
保
全
、
水
産

資
源
の
適
正
な
利
活
用
に
向
け
て
意
欲

的
に
取
り
組
む
企
業
・
団
体
・
個
人
な

ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

貝藻くんタコツボ付き

現地漁業者による設置作業

マダコ産卵（佐世保市）

濃密な群れ（沈設２年後）
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当
イ
ベ
ン
ト
は
「
み
ん
な
で
遊

ん
で
ハ
ル
気
分
♪
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る

コ
ン
テ
ン
ツ
、
子
育
て
や
医
療
な

ど
の
生
活
密
着
情
報
を
発
信
す
る

ブ
ー
ス
等
、
家
族
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
２
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
や
チ
ア
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
著
名
人
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
に
加
え
て
、
ま
ぐ

ろ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

解
体
シ
ョ
ー
で
は
、
本
協
議
会

の
部
会
長
で
あ
る
、
双
日
ツ
ナ

フ
ァ
ー
ム
鷹
島
㈱ 

大
西
氏
の
マ

イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
始
め
、

同
社
の
永
田
氏
、
山
岡
氏
の
巧
み

な
包
丁
さ
ば
き
で
会
場
は
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
「
ぐ
る
っ

パ
！
」
と
い
う
番
組
の
生
中
継

で
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
ま
す
だ
お
か

だ
の
岡
田
さ
ん
と
大
西
部
会
長
と

の
掛
け
合
い
や
、
解
体
し
て
い
く

様
子
が
放
映
さ
れ
た
こ
と
で
、
本

県
産
養
殖
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
会
場

で
は
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
試
食

や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
開
催
し
、

勝
っ
た
選
ば
れ
し
者
に
ま
ぐ
ろ
の

柵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
満
面
の
笑

み
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
と
し
て
、
本
県
養
殖

　

時
津
町
の
浦
郷
地
区
に
位
置
し
、
大
村
湾
に
面

し
た
港
の
一
角
に
本
所
を
有
す
る
大
村
湾
漁
業
協

同
組
合
は
、
西
彼
町
に
あ
る
西
彼
町
漁
業
協
同
組

合
と
合
併
し
、
新
体
制
と
し
て
『
大
村
湾
漁
業
協

同
組
合
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

○
新
組
合
の
概
要

【
名
称
・
代
表
理
事
組
合
長
】

（
名
称
）
大
村
湾
漁
業
協
同
組
合

（
代
表
理
事
組
合
長
）
松
田　

孝
成　

氏

【
事
務
所
】

（
本　
　

所
）

西
彼
杵
郡
時
津
町
浦
郷
５
４
２
番
地
18

（
東
彼
杵
支
所
）

東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町
大
音
琴
郷
93 

（
多
良
見
支
所
）

諫
早
市
多
良
見
町
木
床
名
１
０
１
３
番
地
１
１
２

（
川
棚
支
所
）

東
彼
杵
郡
川
棚
町
下
組
郷
２
０
９
５
番
地
10

（
長
浦
支
所
）

長
崎
市
長
浦
町
２
７
５
１
番
地
10

（
西
彼
町
支
所
）

西
海
市
西
彼
町
八
木
原
郷
２
０
１
７
番
地
３

（
亀
岳
支
所
）

西
海
市
西
彼
町
亀
浦
郷
７
２
７
番
地
８

GYOREN NEWS

大村湾漁業協同組合　発足のお知らせ
…………………………………………………… 長崎県漁協合併推進委員会

まぐろの解体ショーをHarufesで開催！！
……………………………………………………… 長崎県まぐろ養殖協議会

　

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
大
村
湾
漁
業
協

同
組
合
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

さ
る
３
月
14
日
、
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
に
て
Ｋ
Ｔ
Ｎ
主
催
の
Ｈ
ａ
ｒ
ｕ

ｆ
ｅ
ｓ
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ま
ぐ
ろ
の
解

体
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

まぐろを解体している様子

本所

西彼支所
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日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示

に
よ
り
広
域
資
源
管
理
の
た
め
に
講
じ
る
措
置
と

し
て
は
、
左
記
の
通
り
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
１
）
漁
獲
努
力
量
削
減

①�

抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
又
は
一
時
畜
養
に
よ
り

産
卵
機
会
を
確
保
す
る
。

②�

全
甲
幅
長
13
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
再
放
流
。

③
軟
甲
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
。

④�

６
月
１
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
た
も
網
そ
の

他
す
く
い
網
に
よ
る
禁
漁
。

（
２
）
資
源
培
養
措
置

　

関
係
県
に
よ
る
積
極
的
な
種
苗
放
流
を
実
施
す

る
。

（
３
）
漁
場
保
全

　

ガ
ザ
ミ
成
育
場
の
環
境
改
善
、
生
産
力
回
復
の

た
め
、
海
底
耕
耘
や
覆
砂
等
の
実
施

　

ま
た
、
各
県
自
主
規
制
を
設
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ガ
ザ
ミ
の
資
源
量
は
１
９
８
５
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
上
記
の
よ
う
な
措
置
を

実
施
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
近
年
で
は
増
加
傾

向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
措
置
は

漁
業
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
方
も
対
象
で
あ
り
、

そ
の
努
力
が
少
し
ず
つ
実
を
結
ん
で
い
る
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
資
源
を
増
や
す
た
め
、
本

取
り
組
み
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

試食配布の様子 ますだおかだ 岡田さんと大西部会長との掛け合いの様子

ガザミを採捕される皆様へ
……………………………… 長崎県有明海ガザミ資源回復計画作成協議会

く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
貴
重
な
Ｐ
Ｒ
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
県
内
外
問
わ
ず
消
費
者

へ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
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●
第
３
分
科
会
（
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
）

　

対
馬
地
区
漁
業
士
会

�

中
庭　

源　

氏

「
中
庭
水
産
有
限
会
社
に
お
け
る
担
い
手
確
保

と
島
内
流
通
の
取
組
」

１
．
地
域
の
概
要

　

対
馬
は
日
本
海
の
西
に
位
置
す
る
南
北
約
82

㎞
、
東
西
約
18
㎞
の
細
長
い
島
で
、
福
岡
県
か

ら
約
１
３
２
㎞
、
韓
国
ま
で
は
約
49
・
５
㎞
と

近
接
す
る
ま
さ
に
国
境
の
島
で
あ
る
。
気
象
条

件
が
良
い
日
に
は
対
岸
を
望
む
こ
と
が
で
き
、

地
理
的
に
も
文
化
的
に
も
独
自
の
特
徴
を
有
し

て
い
る
。
島
中
央
部
に
は
入
り
江
に
富
む
浅
茅

湾
が
広
が
り
、
海
岸
線
は
約
９
１
５
㎞
と
非
常

に
長
い
。
面
積
は
約
６
９
６
㎢
で
全
国
の
離
島

の
中
で
も
３
番
目
の
広
さ
を
誇
り
、
令
和
７
年

８
月
時
点
の
人
口
は
約
２
万
６
千
人
で
あ
る
。

近
年
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
求
め
て
韓
国
人
観

光
客
が
増
加
し
、
令
和
６
年
に
は
約
19
万
人
の

韓
国
人
が
対
馬
を
訪
れ
て
い
る
。

２
．
漁
業
の
概
要

　

対
馬
周
辺
海
域
は
天
然
の
岩
礁
が
点
在
し
、

対
馬
暖
流
と
大
陸
沿
岸
水
が
交
わ
る
好
漁
場
で

あ
る
た
め
、
い
か
釣
り
漁
業
を
は
じ
め
、
ヨ
コ

ワ
（
ク
ロ
マ
グ
ロ
幼
魚
）
や
ブ
リ
を
対
象
と
し

た
ひ
き
縄
漁
業
、
タ
イ
類
や
ア
マ
ダ
イ
、
ア
カ

ム
ツ
な
ど
を
対
象
と
す
る
は
え
縄
漁
業
の
ほ

か
、
定
置
網
漁
業
や
あ
な
ご
篭
漁
業
な
ど
多
様

な
漁
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
浅
茅
湾

で
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
真
珠
の
養
殖
も
盛
ん
で
、

全
国
有
数
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
対
馬

沿
岸
地
区
の
漁
業
協
同
組
合
は
11
組
合
、
組

合
員
数
は
約
３
，４
０
０
人
、
経
営
体
数
は
約�

１
，０
０
０
で
あ
り
、令
和
５
年
の
漁
業
生
産
量

は
約
１
万
ト
ン
に
達
す
る
な
ど
、水
産
業
は
地
域

経
済
を
支
え
る
重
要
な
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
組
織
と
運
営

　

中
庭
水
産
有
限
会
社
（
以
下
、弊
社
と
い
う
）

は
平
成
５
年
に
設
立
さ
れ
、
対
馬
市
豊
玉
町
廻

地
区
に
お
い
て
小
型
定
置
網
漁
業
を
営
ん
で
い

る
。
父
で
あ
る
中
庭
功
社
長
を
筆
頭
に
、
専
務

で
あ
る
私
及
び
従
業
員
３
名
で
構
成
さ
れ
、
地

域
に
根
ざ
し
た
操
業
を
続
け
て
い
る
。
定
置
網

は
２
ヶ
統
を
設
置
し
て
お
り
、
ヤ
リ
イ
カ
や
イ

サ
キ
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
ブ
リ
、
ヒ
ラ
マ
サ
な
ど

年
間
を
通
じ
て
漁
獲
し
て
い
る
。

４
．
課
題
選
定
の
動
機

　

対
馬
の
水
産
業
で
は
漁
業
者
の
減
少
と
高
齢

化
が
進
行
し
て
お
り
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
弊
社
に
お
い
て
も
同
様

で
、
従
来
は
親
戚
や
地
元
住
民
を
中
心
に
雇
用

し
て
い
た
が
、
年
齢
構
成
の
偏
り
に
よ
り
若
手

人
材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
若

年
層
の
島
外
流
出
が
進
む
中
、
島
内
だ
け
で
の

人
材
確
保
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
島
外
か
ら
の
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
受
入

れ
に
着
目
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

「第31回全国青年・女性漁業者交流大会」
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

　

本
記
事
で
は
、
２
・
３
月
号
に
て
掲
載

し
て
い
る
標
記
交
流
大
会
に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
、
中
庭
氏
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
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求
人
や
人
脈
を
生
か
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
を
開
始
し

た
。

　

さ
ら
に
、
対
馬
で
は
水
産
物
の
多
く
が
福
岡
な
ど
島

外
へ
出
荷
さ
れ
る
う
え
、
島
内
に
は
市
場
や
仲
買
業
者

が
少
な
く
、
地
元
住
民
が
対
馬
産
の
魚
を
日
常
的
に
購

入
し
に
く
い
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
創
業
当
初
か
ら
島
内
ス
ー
パ
ー
へ
の
直
接
販
売

を
行
い
、
地
産
地
消
の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

５
．
取
組
と
成
果

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
人
脈
を
活
用
し
た
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
呼
び
込
み

　
「
農
業
ジ
ョ
ブ
」
や
「Indeed

」
な
ど
複
数
の
求
人

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
やYouTube

を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
行
い
、
漁
業
の
魅
力
や
実
際
の
作
業
内
容
を
積
極

的
に
発
信
し
た
。
さ
ら
に
、
企
業
勤
務
時
代
の
人
脈
を

活
用
し
た
勧
誘
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
27
年
以

降
５
名
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
採
用
し
、
現
在
の
従
業
員
は

全
員
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
な
っ
た
。
平
均
年
齢
も
大
き
く
若

返
り
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
域
行
事
や
交
流
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
生
活
面
の

支
援
も
行
い
、
定
着
率
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
定
置
網
漁
業
の
体
験
機
会
の
提
供
や
対
馬
地

区
漁
業
士
会
の
活
動
と
し
て
、
地
元
の
学
生
に
魚
の
捌

き
方
を
教
え
る
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
将
来
の
担
い
手

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

（
２
）
水
産
物
の
島
内
流
通
に
関
す
る
取
組

　

漁
獲
し
た
鮮
魚
を
直
接
ス
ー
パ
ー
へ
配
達
し
、
島
内

主
要
６
店
舗
の
う
ち
３
店
舗
と
の
取
引
を
確
立
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
仲
買
業
者
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
お
り
、
地
元
ス
ー
パ
ー
で
対
馬
産
鮮
魚
の
販
売
が

実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
島
内
販
売
は
弊
社
の
売
上
の

約
２
割
強
を
占
め
て
お
り
、
経
営
を
下
支
え
す
る
重
要

な
取
組
に
も
な
っ
て
い
る
。

６
．
波
及
効
果

　

定
置
網
漁
業
は
、
漁
村
集
落
の
地
先
漁
業
と
し
て
営

ま
れ
て
き
た
経
緯
か
ら
、
従
業
員
の
多
く
が
地
元
出
身

者
で
構
成
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
中
心

と
し
た
若
年
層
の
雇
用
と
定
着
を
実
現
し
た
本
事
例
は
、

こ
れ
ま
で
対
馬
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
の
雇
用
型
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
得
る
。
近
年
で

は
雇
用
型
漁
業
を
志
向
し
て
移
住
す
る
人
も
増
え
て
お

り
、
地
域
全
体
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、島
内
流
通
に
お
い
て
も
、島
内
主
要
ス
ー
パ
ー

の
う
ち
、
現
在
取
引
の
な
い
店
舗
か
ら
も
鮮
魚
取
引
の

打
診
が
あ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
馬
産
水
産

物
の
地
産
地
消
に
寄
与
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

７
．
今
後
の
課
題
と
計
画

　

近
年
は
漁
獲
量
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、
経
営
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
操
業
を
休
止

し
て
い
る
漁
場
の
再
稼
働
を
検
討
し
て
お
り
、
急
潮
に

強
い
底
層
定
置
網
の
導
入
と
既
存
網
と
の
併
用
に
よ
り
、

魚
種
ご
と
の
特
性
に
対
応
し
た
効
率
的
な
操
業
を
目
指

す
。

　

一
方
で
、
新
た
な
漁
法
へ
の
対
応
に
は
技
術
習
得
や

作
業
負
担
の
増
加
が
伴
う
た
め
、
人
材
育
成
や
作
業
効

率
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
は
機
械
化
や
省
力

化
を
進
め
つ
つ
、
計
画
的
な
人
材
育
成
を
行
い
、
働
き

や
す
い
環
境
整
備
と
技
術
力
の
向
上
を
図
る
。
こ
れ
ら

の
取
組
を
通
じ
て
水
揚
げ
量
の
回
復
と
増
加
を
実
現
し
、

持
続
可
能
な
漁
業
経
営
を
目
指
す
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
に
も
さ
ら
に
貢
献
し
て
い
く
。
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水産試験場だより

令
和
８
年
度
の
総
合
水
産
試
験
場

の
取
組
に
つ
い
て

��

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　

企
画
開
発
推
進
室

は
じ
め
に

　

皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
総
合
水
産
試
験
場
が
実
施
す

る
各
種
業
務
に
対
し
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
本
年
度
、「
長
崎
県
水
産

業
振
興
基
本
計
画
」
に
定
め
る
目
標
と
国
の
方
向
性
に

的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
人
材
を
優
先
度
の
高

い
分
野
へ
と
集
中
さ
せ
各
種
調
査
や
技
術
開
発
等
を
効

果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、「
海
洋
環
境
や

資
源
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
「
養
殖
業
の
持
続
的
な
成

長
産
業
化
」
に
重
点
化
し
た
研
究
組
織
と
し
、
試
験
研

究
部
門
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
１
部
３
セ
ン
タ
ー
７

科
を
２
部
５
科
へ
と
組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
通
り
、「
開
か
れ
た
試
験
場
」
と

し
て
、
最
新
の
設
備
を
広
く
開
放
し
、
水
産
業
界
の
要

望
に
即
し
た
試
験
、
産
学
官
に
よ
る
共
同
研
究
等
を
積

極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
年
度
の
主
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

主
な
事
業
の
紹
介

新
規
事
業

〇�

長
崎
・
魚（
い
お
）ネ
ク
ス
ト
：

　

�

温
暖
化
と
輸
出
に
対
応
す
る
新
魚
種
の
開
発

�

予
算
額
：
７
，７
２
４
千
円

　

養
殖
業
の
収
益
向
上
と
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
、

温
暖
化
や
輸
出
に
対
応
で
き
る
新
し
い
養
殖
魚
種
の
導

入
を
目
指
し
て
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
、
親
魚
養
成
、

次
期
有
望
種
の
成
長
試
験
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇�

育
種
で
拓
く
全
雄
ト
ラ
フ
グ
社
会
実
装
推
進
事
業

�

予
算
額
：
６
，６
３
５
千
円

　

県
内
ト
ラ
フ
グ
養
殖
関
係
団
体
や
種
苗
生
産
団
体
と

連
携
し
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
社
会
実
装
を
進
め
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
白
子
が
早
く
大
き
く
な
る
全
雄
化
技
術
の

改
良
に
取
り
組
み
ま
す
。

継
続
事
業

〇�

長
崎
シ
ン
水
産
魅
力
土
産
の
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

�

予
算
額
：
６
，２
２
６
千
円

　

本
県
水
産
加
工
業
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
生

産
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
常
温
流
通
性
、
即
食
性
の
高
い

水
産
加
工
品
の
生
産
を
後
押
し
す
る
た
め
、
加
熱
・
乾

燥
に
よ
る
新
た
な
加
工
技
術
を
開
発
し
ま
す
。

〇�

Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
対
策
事
業

�

予
算
額
：
５
，４
１
９
千
円

　

有
毒
・
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
起
因
す
る
養
殖
生
物

の
へ
い
死
を
防
止
・
抑
制
す
る
た
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用

し
て
、
環
境
調
査
、
有
害
赤
潮
の
動
態
・
消
長
・
移
流

予
測
検
出
・
防
除
法
の
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

〇
沿
岸
漁
業
育
成
支
援
事
業

�

予
算
額
：
８
，９
９
０
千
円

　

持
続
的
な
漁
業
生
産
の
実
現
を
図
る
た
め
、
資
源
評

価
の
高
度
化
や
操
業
効
率
化
の
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、

実
用
的
な
知
見
や
開
発
技
術
を
漁
業
者
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
で
き
る
漁
業
者
を
育

成
し
ま
す
。

〇
真
珠
養
殖
業
経
営
安
定
化
対
策
事
業

�

予
算
額
：
２
，０
７
９
千
円

　

ア
コ
ヤ
ガ
イ
稚
貝
の
大
量
へ
い
死
を
軽
減
す
る
た
め
、

真
珠
業
界
等
と
連
携
し
て
、
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

〇�

環
境
変
化
に
対
応
し
た
貝
類
養
殖
技
術
の
開
発
・
向

上
事
業

�

予
算
額
：
１
，９
８
４
千
円

　

県
内
の
主
要
な
貝
類
養
殖
種
（
カ
キ
類
、
ア
サ
リ
）

に
つ
い
て
、
新
し
い
養
殖
技
術
開
発
、
新
技
術
の
応
用

及
び
現
場
導
入
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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水産試験場だより

〇�

気
候
変
動
対
応
の
藻
類
増
養
殖
技
術
開
発

�

予
算
額
：
３
，９
４
９
千
円

　

温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
藻
場
や
藻
類
養
殖
へ
の
影
響

を
把
握
し
、
気
候
変
動
に
対
応
し
た
藻
場
造
成
技
術
の

開
発
及
び
藻
類
養
殖
技
術
の
改
良
・
開
発
を
行
い
ま
す
。

〇�

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
水
産
加
工
品
創
出
技
術

支
援
事
業

�
予
算
額
：
２
，０
８
２
千
円

　

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
活
用
し
、
本
県
水
産
加
工
業
者
が

行
う
試
作
に
対
す
る
指
導
・
助
言
、
現
地
研
修
会
で
の

技
術
指
導
な
ど
を
通
し
、
社
会
経
済
の
変
動
に
伴
い
多

様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
水
産
加
工
品
の

創
出
を
支
援
し
ま
す
。

〇�

売
れ
る
美
味
・
新
食
感
水
産
加
工
技
術
の
開
発

�

予
算
額
：
２
，３
４
４
千
円

　

長
崎
県
で
四
季
折
々
に
漁
獲
さ
れ
る
旬
の
魚
や
主
要

な
養
殖
魚
を
用
い
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
視
点
に
た
っ
た
美

味
し
さ
と
見
栄
え
を
兼
ね
備
え
た
冷
凍
刺
身
、
及
び
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
食
感
の
す
り
身
等
の
製
造
に
必
要

な
加
工
技
術
を
産
学
の
協
力
の
も
と
開
発
し
ま
す
。

〇�

沖
合
域
に
お
け
る
広
域
流
動
モ
デ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
る
水
産
分
野
の
生
産
性
向
上

�

予
算
額
：
８
，５
９
６
千
円

　

流
動
モ
デ
ル
に
よ
る
有
害
赤
潮
の
広
域
移
流
予
測
・

検
出
・
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
有
害
赤
潮
の
養
殖

場
へ
の
流
入
を
予
測
・
検
出
し
、
迅
速
な
対
策
に
よ
り
、

赤
潮
漁
業
被
害
を
抑
制
し
ま
す
。
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

は
流
れ
藻
等
の
移
流
予
測
に
も
応
用
し
ま
す
。

〇�

養
殖
業
の
成
長
産
業
化
に
か
か
る
技
術
開
発
事
業

�

予
算
額
：
６
，０
２
０
千
円

　

養
殖
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
国
内
外

販
売
で
競
争
力
の
あ
る
新
魚
種
の
養
殖
技
術
開
発
、
生

産
性
の
向
上
等
に
繋
が
る
ス
マ
ー
ト
養
殖
技
術
開
発
及

び
収
益
性
を
悪
化
さ
せ
る
疾
病
に
対
す
る
技
術
開
発
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、「
有
明
海
特
産
魚
介
類
生
息
環
境
調
査
」、

「
有
明
海
漁
業
振
興
技
術
開
発
事
業
」
等
に
つ
い
て
も

水
産
部
関
係
各
課
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
産
技
術
研
究
所
及
び

長
崎
大
学
と
の
連
携

　

総
合
水
産
試
験
場
に
隣
接
す
る
「
国
立
研
究
開
発
法

人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
水
産
技
術
研
究
所
」
及
び
「
長

崎
大
学
海
洋
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
環
東
シ
ナ
海

環
境
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

共
同
研
究
に
取
り
組
む
他
、
漁
業
者
と
の
意
見
交
換
会

や
広
く
一
般
に
公
開
す
る
「
な
が
さ
き
水
産
科
学
フ
ェ

ア
」
を
共
同
開
催
し
ま
す
。

情
報
の
発
信

〇
研
修
会
の
開
催

　

試
験
研
究
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
、
漁
業
者
を
始
め

と
す
る
関
係
す
る
方
々
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
頂
く

た
め
、
各
地
域
で
研
究
成
果
の
紹
介
や
意
見
交
換
を
行

う
研
修
会
「
出
前
水
試
」
を
開
催
し
ま
す
。

〇
漁
海
況
情
報

　

漁
業
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
「
漁
海
況
週
報
」、「
漁
海
況
通
信
」
の
最
新

情
報
及
び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

簡
易
版
の
海
況
予
測
情
報
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
情
報
は
市
町
や
漁
協
に
対
し
て
電
子
メ
ー
ル

等
に
よ
り
配
信
す
る
こ
と
で
、
漁
業
者
の
皆
様
の
目
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

〇
技
術
情
報

　

施
設
紹
介
、
研
究
報
告
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
試
験
研

究
情
報
等
を
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
魚
の
さ
ば
き
方
等
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.pref.nagasaki.jp/organization/

suisanbu/suisan-shiken/

お
わ
り
に

　

水
産
業
の
振
興
や
試
験
研
究
に
関
し
て
、
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
や
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
総
合
水

産
試
験
場
企
画
開
発
推
進
室
（
０
９
５

－

８
５
０

－

６
２
９
４
）
も
し
く
は
、
最
寄
り
の
水
産
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
ま
で
、
ご
連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

�

（
企
画
開
発
推
進
室　

川
原　

隆
浩
）
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総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
で
、

「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
施

策
の
立
案
や
、
民
間
企
業
に
お
け
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、

社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
国
か
ら
郵
送
さ
れ
る
か
、
都
道
府
県
知
事
が

任
命
し
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
直
接
配
布
さ
れ
ま
す
。
調

査
員
は
、
必
ず
「
調
査
員
証
」
又
は
「
業
務
委
託
証
明
書
」

を
身
に
着
け
て
い
る
ほ
か
、調
査
専
用
の「
下
敷
き
」及
び「
手

提
げ
袋
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

令和８年経済センサス-活動調査
……………………………………………… 長崎県 県民生活環境部 統計課

GYOREN NEWS

▼詳しくはこちらから
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海の安全レポート
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https://seibunsha.jp株式会社  正文社
〒850-0874  長崎市魚の町6番6号（市役所前）
TEL.095-826-0211　FAX.095-825-0538
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漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
問い合わせ先　　　ＪＦ長崎漁連　購 買 課　 　　TEL　095-829-2419

ＪＦグループ

お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー

長崎県漁連 WEBサイトアドレス
http://www.nsgyoren.jf-net.ne.jp/

発行／長崎県漁業協同組合連合会
〒 850-8686　長崎市五島町２番 27号　TEL095-829-2413

年間購読料 2,000 円（会員の購読料は会費に含む）
漁連だより No.363／2026.4

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


